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 ◇ 報告「グローバル化時代における地域研究の強化へ向けて」の公表
　　（ご報告）
 ◇ 報告「大学法学部１年生の歴史素養調査と法史学関連科目の開講状況
　　調査」の公表（ご報告）
 ◇ 公開シンポジウム「心理学と社会科学―新しい関係に向けて―」の開
　　催について（ご案内）
 ◇ 公開シンポジウム「食と健康・予防医療を考える−ミネラルと油脂栄
　　養の重要性」の開催（ご案内） 

　報告「グローバル化時代における地域研究の強化へ向けて」の公表
　（ご報告）
　地域研究委員会地域研究基盤整備分科会は、報告「グローバル化時代に
おける地域研究の強化へ向けて」を公表しました。

　日本における地域研究は世界全体をほぼ網羅しえているが、この現状は、
個別の研究者の努力や公的支援の部分的な成果に依存しており、あるべき
研究システムの構築や制度設計は十分とは言えません。日本学術会議では、
これまでも地域研究あるいは地域学をめぐる提言をおこなってきました。
今期（第20期）、地域研究委員会が新設されたのを機会に、地域研究委員
会地域研究基盤整備分科会において、グローバル化時代にふさわしい地域
研究のあり方を検討し、その強化の方策を探るための課題を整理するため
に、本報告とりまとめました。
（１）現在の地域研究体制の抱える問題
（２）問題点改善のために必要とされる具体的諸策
（３）今後の課題
　報告全文は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。
　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/index.html

　【お問合せ先】
　　日本学術会議審議第一担当（第一部担当）　高橋
　　TEL 　：０３（３４０３）５７０６
　　E-mail：s251@scj.go.jp
　報告「大学法学部１年生の歴史素養調査と法史学関連科目の開講状況
　調査」の公表（ご報告）
　法学委員会法史学・歴史法社会学分科会は、報告「大学法学部１年生の
歴史素養調査と法史学関連科目の開講状況調査」を公表しました。

　本報告書は、法学委員会法史学・歴史法社会学分科会が実施した２件の
調査結果の報告である。第１は、法学部１年生の歴史素養を客観的に把握
するためのテスト結果の分析、第２は、全国の法学部における法史学関連
科目の開講状況についてのアンケート結果の集計である。
　このような調査を行った背景には、最近、学生の歴史的知識と歴史学的
思考力が低下しているのではないかという漠然とした印象があった。大学
入学以前の段階での歴史教育、および、法学部における法史学関係の教育
のあり方を全体として見直し、これらをあるべき姿に整え直すためには、
印象を客観的なデータに基づいて検証する必要がある。したがって、今期
の課題をデータ収集にあてることとした。

　報告全文は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。
　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/index.html
　【お問合せ先】
　　日本学術会議審議第一担当（第一部担当）　高橋
　　TEL 　：０３（３４０３）５７０６
　　E-mail：s251@scj.go.jp

　公開シンポジウム「心理学と社会科学―新しい関係に向けて―」の開催
　について（ご案内）

　本シンポジウムは、心理学者と社会科学者の間で人間の総合理解に向け
た相補的関係の構築に向けた議論を進め、心理学と社会科学との間の有効
な協力関係の方向についての議論を目的としている。
　◆日　時：平成20年9月6日（土）　13:00～15:00
　◆会　場：お茶の水女子大学共通講義棟１号館の304室
　　　　　　（〒112-8610 東京都文京区大塚 2-1-1）
　◆開会あいさつ：坂元章（お茶の水女子大学教授、日本学術会議連携会員）
　◆講　演：1) 西條辰義（大阪大学教授、日本学術会議連携会員）
  　　　　　2) 清水和巳（早稲田大学教授）
　          3) 山岸俊男（北海道大学教授、日本学術会議会員）
　◆閉会あいさつ：西條辰義（大阪大学教授、日本学術会議連携会員）
　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 
　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/60-s-1-2.pdf
　＊事前申込みは必要ありません。

　【お問合せ先】
　　日本学術会議事務局第一部担当　　藤本　　
　　E-mail:s251@scj.go.jp　Fax:03-3403-1640 

　公開シンポジウム「食と健康・予防医療を考える−ミネラルと油脂栄養
  の重要性」の開催（ご案内） 

　国民の食育、食と健康に関する関心は益々高くなっており、食生活の重
要性が強く認識されつつあります。一方、野菜摂取量不足等によるビタミ
ン、ミネラル不足あるいは油脂・脂肪（リノール酸、トランス脂肪酸）の
取りすぎ等による栄養摂取のアンバランスがガン、心疾患等の生活習慣病
を助長しているとされています。上記テーマでの本シンポジウムが国民の
健康増進、生活習慣病の予防等を通して、積極的に「食と健康」さらには
「予防医療」に貢献することを目的としたシンポジウムを開催いたします。

　◆日　　時：平成２０年９月１１日（木）１３：００−１６：００
　◆場　　所：名古屋市立大学川澄キャンパス中央診療棟３階大ホール
　◆講　　演：１）奥山 治美 （名古屋市立大学薬学部名誉教授）
　　　　　　　　「人の健康に大切な油脂栄養と予防医療」(仮)
　　　　　　　２）徳留 信寛 （名古屋市立大学医学部教授）
　　　　　　　　「予防医療の重要性、健康維持に大切な紫蘇(しそ)油・
　　　　　　　　　野菜」
　　　　　　　３）加藤 俊博 （愛知県農業総合試験場）
　　　　　　　　「人を健康に、山間地を活性化するエゴマ生産」
　　　　　　　４）織田 久男 （エーザイ(株)生命科学研究所）
　　　　　　　　「畑に不足するミネラル・微量要素の効用」
　　　　　　　５）渡辺 和彦 （東京農業大学客員教授）
　　　　　　　　「微量要素管理の重要性・作物と人の健康」
　※事前申し込みの必要はありません。当日、先着順で定員３００名です。
　　詳細については、以下のＵＲＬ（日本学術会議ＨＰ）を御覧ください。
　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/51-s-2-5.pdf
　　【問い合わせ先】 　
　　日本学術会議事務局第二部担当　小川
　　Tel：03-3403-1091

　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2008-08.html

　  日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
  誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
  の方にお読みいただけるようにお取り計らいください。
　  また、メールアドレスの変更等がありましたら、事務局
　（p228@scj.go.jp）まで御一報いただければ幸いです。
　発行：日本学術会議事務局　http://www.scj.go.jp/
  　　　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34　　
